
【事例の詳細】
カデュエット配合錠2番を服用していた70歳代の患者に、カデュエット配合錠3番が処方され
た。薬剤師は、血圧が上昇したためアムロジピンを増量することになったことを患者から聴取
した。薬剤師は処方医が規格を間違えて処方した可能性を考え、疑義照会を行ったところ、カデュ
エット配合錠4番に変更となった。

【推定される要因】
処方医は、カデュエット配合錠の各規格の有効成分の含有量を勘違いしたと思われる。

【薬局での取り組み】
配合錠が処方された際は、それぞれの有効成分の含有量を確認する。
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●�本事例は、カデュエット配合錠の規格が変更になった際、患者から処方変更の経緯を聴取した
薬剤師が、規格の処方間違いの可能性を考え、疑義照会を行った事例である。
●�カデュエット配合錠は、アムロジピンの含有量が1番と2番、3番と4番で同じであり、アトル
バスタチンの含有量は1番と3番、2番と4番が同じである。配合剤の規格が変更された場合は、
有効成分の含有量を比較してどの成分が増量あるいは減量になっているのかを確認する必要
がある。そのうえで、患者から処方変更の背景を聴取し、処方内容の妥当性を検討すること
が重要である。
●�配合剤の有効成分の含有量の違いを示す表記は、カデュエット配合錠は「数字」＋「番」で
あるが、この他にアルファベットの組み合わせ（APとBP、LDとHD、MDとEX）などがある。
薬剤棚に有効成分の含有量を掲示することや、配合錠の比較表を作成して鑑査台に設置する
ことなどは、有効成分の含有量の確認をスムーズに行うために有用である。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。

疑義照会・処方医への情報提供

カデュエット配合錠の規格 1番 2番 3番 4番

アムロジピンの含有量 2.5mg 2.5mg 5mg 5mg

アトルバスタチンの含有量 5mg 10mg 5mg 10mg


